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鋼・コンクリート機械的ずれ止め構造設計指針 第一刷 
 

訂正日欄の数字は，以下の意味を示す。  

1) 2022 年 10 月 25 日訂正 

 

箇所 誤 正 訂正日 

p.2 

上から 7 行目 

上から 9 行目 

頭付きスタッドの 中心 から 頭付きスタッドの 軸心 から 1) 

p.4 

上から 17 行目 

ジベル孔の中心からジベル鋼板の

縁端までの距離 

ジベル孔の中心からジベル鋼板の

縁端までの 最小 距離 

1) 

p.22 

上から 11 行目 

上から 13 行目 

頭付きスタッドの 中心 から 頭付きスタッドの 軸心 から 1) 

p.34 

解図 3.2.3 

実験値と(3.2.2)式による計算値の

相対 関係 

実験値と(3.2.2)式による計算値の

相関 関係 

1) 

p.36 

下から 5 行 

σB cσB 1) 

p.38 

解表 3.2.1 

σB cσB 1) 

p.50 

上から 1 行目 

3.2.2 項 の解説（6）c) 3.2 節 の解説（6）c) 1) 

p.65 

解表 4.2.2 

上から 24 行目 

cσb cσB 1) 

p.69 

上から 8 行目 

Ap：拘束力が作用する部分の面積 Ap：拘束力が作用する部分の 有効

面積 
1) 

p.73 

上から 2 行目 

コンクリートかぶり部せい コンクリートかぶり部のせい 1) 

p.75 

解表 4.2.3 

上から 26 行目 

かぶり部のせい rchr (mm) かぶり部のせい rch (mm) 1) 

p.76 

上から 20 行目 

孔 1 個あたりの横鉄筋の断面積

に a対しては 
孔 1 個あたりの横鉄筋の断面積

ra1に対しては 
1) 
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箇所 誤 正 訂正日 

p.105 

上から 9 行 

・限界圧縮応力度 

𝜎𝜎𝑐𝑐𝑐𝑐 = |1 − 0.4(𝜆𝜆/Λ)2| ⋅ 1.1 × 𝐹𝐹 

= |1-0.4×(29.8/114.2)2|×235 

=229 N/mm2 

・限界圧縮応力度 

𝜎𝜎𝑐𝑐𝑐𝑐 = |1 − 0.4(𝜆𝜆/Λ)2| ⋅ 1.1 × 𝐹𝐹 

= |1-0.4×(29.8/114.2)2|×1.1×235 

=251 N/mm2 

1) 

p.105 

上から 11 行 

Nc = σcr･A = 229×11850 = 2714 kN Nc = σcr･A = 251×11850 = 2974 kN 1) 

p.105 

上から 13 行 
sQu = (2714+3068) × cos(39.8°) = 

4438 kN 
sQu = (2974+3068) × cos(39.8°) = 

4638 kN 

1) 

p.105 

下から 4 行 
hsn = jsγ・Qdu / (hsqu・hsφ) = 1.3×4438 

/ (108931 / 1000×0.85) = 62.3 → 64

本 

hsn = jsγ・Qdu / (hsqu・hsφ) = 1.3×4638 

/ (108931 / 1000×0.85) = 65.1→ 66

本 

1) 

p.106 

上から 2 行 

6600 / (64 / 2 +1) = 200 →@200 と

し，32列の 2-φ19@200 とする 

6600 / (66 / 2) = 200→ @200 とし，

33列の 2-φ19@200 とする 

1) 

p.106 

上から 3 行 

32×2×hsqu・hsφ = 64×108.9×0.85 

= 5924 kN 

33×2×hsqu・hsφ = 66×108.9×0.85 

= 6109 kN 

1) 

p.106 

上から 4 行 

4438 kN の 1.33倍 4638 kN の 1.32倍 1) 

    


